
設計マニュアル

ネジバー

ネジカプラー

ネジプレート

20150316



ネジカプラー設計マニュアル（有機・無機グラウト共通）

1.1　適用の範囲 1

1．適用

1.2　継手の構成 1
1.3　継手の種類と適応可能サイズ範囲 1
1.4　鋼種の範囲 1

2.1　適用推奨箇所 2

2．設置位置

2.2　設置基準 3

3.1　 設計時 6

3．設計施工フロー

3.2　 施工時 6

4.1　 かぶり厚さの基本 8
4.2　 DSネジカプラー梁TRスキップ工法 8

4．かぶり厚さの検討

4.3　 補強筋（スターラップとフープ）のかけ方 9
4.4　 継手部のかぶり厚さの検討 11
4.5　 耐火かぶり厚さと有機・無機グラウト固定式の選定 15

5.1　カプラー・鉄筋間隔の検討 16

5．配筋の検討

5.2　 梁せいの検討 18
5.3　 柱、梁幅、鉄筋本数の検討（直交梁を考慮しない場合） 19
5.4　 ｄｔの決定 21

6.1　 ネジバー・ハイテンネジバー（鉄筋） 22

6．製品仕様

6.2　 機械式継手（ネジカプラー：同径用） 24

7.1　 継手の構造方法 30

7．根拠法関係

7.2　 鉄筋継手仕様基準 31

8.1　 適用範囲 32

8．性能試験・判定基準

8.2　 継手性能の分類 32
8.3　 継手性能の判定 32

JIS G 3112 鉄筋コンクリート用棒鋼 36
［参考資料］

ネジグラウト タイプM2 39
ネジグラウト タイプM3 43
ネジグラウト タイプY　A成分 47
ネジグラウト タイプY　B成分 52

8.4　 性能試験 33
8.5　 試験の判定基準 34
8.6　 性能判定基準 35

6.3　 機械式継手（ネジカプラー：異径用） 26
6.4　 機械式継手（ネジカプラー：タイプJ：打継ぎ用） 27
6.5　グラウト材（ネジグラウトタイプM2：無機グラウト） 28
6.6　グラウト材 （ネジグラウトタイプM3：ハイテンカプラー用無機グラウト） 28
6.7　グラウト材 （ネジグラウトタイプ Y：有機グラウト） 29

目次

目　次

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手



適用 1
設計マニュアル：有機・無機グラウト共通

1.1　適用の範囲

１．適用

（1）国土交通省｢建築基準法・建築基準法施行令・告示・通達｣
（2）日本建築学会｢鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説｣(2010年）        
（3）日本建築学会｢鉄骨鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説｣（2001年）        
（4）日本建築学会｢プレストレストコンクリート設計施工規準・同解説｣（1998年）        
（5）日本建築学会｢建築工事標準仕様書・同解説　JASS5・鉄筋コンクリート工事｣（2009年）        

　本マニュアルは、鉄筋コンクリート構造物、鉄骨鉄筋コンクリート構造物およびプレストレストコンクリート構造物の鉄
筋に対し、ネジバー、ハイテンネジバーの機械式継手（ネジカプラー、ハイテンカプラー［無機グラウト・有機グラウト固定
式］ネジカプラー：タイプJ［打継ぎ用］）を使用する場合の設計、施工に適用するものとします。   

　本継手工法は、ねじ節鉄筋をカプラーおよびナットにより機械的に接合し、鉄筋のねじ節とカプラーおよびナット内
のねじ節との間に生ずる空隙部に、無機または有機グラウト材を注入硬化させるものです。   

　本マニュアルに定めていない事項については、下記の関係法規、規準等を適用するものとします。

1.2　継手の構成

継手の種類と適用可能サイズ範囲
同径継手継手の種類

ネジカプラー  タイプJ ー ー

ネジカプラー

ハイテンカプラー

適用可能
サイズ範囲

１サイズ異径継手 ２サイズ異径継手※1

1.3　継手の種類と適応可能サイズ範囲

1.4　鋼種の範囲

表1-1

表1-2

継手の種類と適用可能鋼種

同鋼種継手
継手の種類

適用可能
鋼種

異鋼種継手

ネジカプラー ネジカプラー　タイプJ ハイテンカプラー

SD295A-SD295A

SD345-SD345

SD390-SD390

SD490-SD490

同鋼種継手

SD295A-SD295A

SD345-SD345

SD390-SD390

SD490-SD490

SD295A-SD345

SD345-SD390

SD390-SD490

ー

同鋼種継手 異鋼種継手

SD490-SD490

USD590B-USD590B

USD685A-USD685A

SD490-USD590

USD590-USD685

SD490-USD685

ーー

固定用ナット
カプラー（ネジカプラー）注入孔

カプラー（ネジカプラー）

打継ぎ用高強度鉄筋用

普通強度鉄筋用

注入孔

鉄筋（ネジバー）

鉄筋
（ネジバー）

（打継ぎ側） （先行側）

無機グラウト材

無機グラウト固定式タイプ 有機グラウト固定式タイプ

無機グラウト固定式タイプ
無機グラウト（有機グラウト）固定式タイプ

図 1-1

カプラー（ネジカプラー）注入孔
鉄筋（ネジバー）
有機グラウト材

※1　採用の際は事前に連絡をお願いします。

注）異径・異鋼種の継手は、低強度側：細径、高強度側：太径としてください。

D19-D19、D22-D22、D25-D25
D29-D29、D29-D29、D32-D32
D35-D35、D38-D38、D41-D41
D51-D51

D19-D22、D22-D25、D25-D29
D29-D32、D32-D35、D35-D38
D38-D41、D41-D51

D19-D25、D22-D29、D25-D32
D29-D35、D32-D38、D35-D41
D38-D51

D32-D32、D35-D35、D38-D38
D41-D41

D32-D35、D35-D38、D38-D41 D32-D38、D35-D41

ネジカプラー：機械式継手

ネジ
カプラー

ネジカプラー
タイプJ

ハイテン
カプラー

固定用ナット

カプラー
（ハイテンカプラー）注入孔

鉄筋
（ハイテンネジバー）

無機グラウト材



設置位置 2

2．設置位置

　平面上、規則的なパターンがありかつ、断面方向に複数の階があるBF～RFの桁梁主筋の中央部
分が推奨されます。

（1）水平方向（梁）

　先組工法による工期短縮の可能な箇所として、適用の推奨される箇所は下記の通りです。下記概略図に設
置推奨箇所を○で示します。

2.1　適用推奨箇所

　立面上、規則的なパターンのある柱主筋のスラブレベル＋1000mm付近への設置が推奨されま
す。

（2）垂直方向（柱）

図2-1

図2-2

大梁

大梁

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手

SL+1000付近 ※S L

※

複数階建

平屋～２階建



設置位置 3

2.2　設置基準

　材端域を除く範囲で設置可能です。一般的な柱梁主筋継手位置を下図に示します。
なお、機械式継手に関する材端域の定義には下記があり、設計図あるいは設計者判断に基づき
決定する必要があります。

JASS5
（2009 年 日本建築学会編）

床面より500 ㎜以内、及び上部梁下端
より柱内法高さの１/４以内

左右の柱仕口面より梁成と
同等の距離

床面より梁成と同等の距離、及び上部
梁下端より梁成と同等の距離 同上

柱基規準 梁

機械式継手工事
（2009 年 日本鉄筋継手協会編）

【材端域の定義】

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手

降伏ヒンジ領域および潜在ヒンジ領域は以下のとおりとする。

（1） 梁では、柱面から中央に、梁せいの1.5倍の長さの領域。

（2） 柱では、梁面から中央に、柱せいの1.5倍の長さの領域。

（3） 耐震壁では、1階壁脚部から上に、全高さの1/6または耐震壁水平長さの大きい方の長さの領域と
　  するが、3階梁の下面以下としてよい。

【ヒンジ領域の定義】 鉄筋コンクリート造建物の靱性保証型耐震設計指針・同解説より



設置位置 4

図2-3

図2-4

図2-5

図2-6

▽RFL

▽3FL

▽2FL

▽1FL

階
高
H

階
高
H

階
高
H

1.　　印は、柱主筋の継手推奨位置を示す。
2.　　印は、梁主筋の継手推奨位置を示す。
3. 柱の継手は、各層または1層おきに設ける。
4. 梁の継手は、各スパンまたは1スパンおき
    に設ける。

Lo

寸法を現場担当者、設計者と協議の上、
決定してください。

Dc

Lo / 2 Lo / 2

X
X

X

D

dtT

Lco S1 S2

dtB

jtgo

（＝jtgo）

Lo / 2 Lo / 2

柱・梁
仕口

柱・梁
仕口

柱・梁
仕口

【注意】

主筋継手を配置しないとして求まる横補強筋比 pwおよび
ピッチ so によって決定する総本数と同数またはそれ以上。

主筋継手部を除く、継手周囲区間およびそれ以外の区間に
それぞれ均等ピッチ s1、s2 で配置。
s1、s2ともに、soよりも大きくしてはならない。

継手周囲区間は、C区間内に侵入してはならない。また、貫通孔は、
第三者機関の評価を取得した方法、または RC 計算規準 22 条に
従い補強する。

jtgo：上下最外縁主筋の中心間距離
dtT, dtB：上下主筋中心のかぶり厚さ
D：梁せい

Lso：材端部フェイスからカプラー端面までの距離
LsD：主筋継手位置の限界距離
Lc：カプラー全長
LL,LR：左右横補強筋配置区間

本数：

配置：

基　本 梁 TRスキップ工法

継手周囲区間

Lo≧4DかつLso≧max(1.5D,LsD)

jtgo

C

継手周囲区間
主筋継手の配置可能範囲 1.5D1.5D

【設置位置】

【スターラップ】

【貫通孔との関係】

Lo
LL Lc LR

jtgo

jtgo

貫通孔の配置可能範囲 D※D※

S0

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手

※ 第三者機関の評価を取得した梁貫通補強工法を適用する 場合には、
　材端部 D の範囲に貫通孔を配置することが できる。



設置位置 5

D
g

k×Dgk×Dg

Lo

機械式継手設置可能範囲

継手協会に拠る場合：k=1.0
靱性保証に拠る場合：k=1.5

継手協会に拠る場合：k=1.0
靱性保証に拠る場合：k=1.5

（継手：カプラーの長さの中央部の位置）

材端における設置限界を下図に示します。

【柱端部継手可能範囲】

【梁の端部、中央部継手範囲】

▽FL

▽FL

一般部の柱

ho
K×
D
c

K×
D
c

Dc

機械式継手設置可能範囲

（継手：カプラーの
   長さの中央部の位置）

図2-7

図2-8

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手



設計施工フロー 6

3．設計施工上のカプラー適用検討フロー

3.1　設計時

3.2　施工時

（1）設計図の構造特記等に、評定番号などの仕様が明確に記載されているだけの場合

図3-2

かぶり厚さの検討

鉄筋配筋および dt の確認

構造計算書の dt のチェック

※設計マニュアル 4章

※設計マニュアル 5章

※GBRC 手引き

有機・無機グラウトの選定

配筋詳細図の作成・チェック

設計承認

※設計マニュアル 4章

カプラー・鉄筋間隔の検討
※設計マニュアル 5章

指示書の作成

指示書による施工

図3-1

かぶり厚さの検討
※設計マニュアル 4章

※設計マニュアル 5章
有機・無機グラウトの選定

構造計算

鉄筋配筋および dt の確認

配筋詳細図の作成

※設計マニュアル 4章

カプラー・鉄筋間隔の検討
※設計マニュアル 5章

柱、梁サイズ、鉄筋本数の検討
※設計マニュアル 5章
※Rebar Layout

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手



設計施工フロー 7

構造特記等に圧接等と並んで機械式継手の適用が可能等と記載されているが、評定番号など
の詳細が記載されていない場合

構造特記等に何も記載されていない場合

（2）

（3）

図3-4

図3-3

設計への仮通知
設計承認までのフローは

（１）と同じ

設計承認

軽微変更の届出

設計への仮通知
軽微変更事前ヒアリングの上、

可能であれば（2）と同じ

軽微変更の許可

指示書の作成

指示書による施工

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手



かぶり厚さの検討 8

4．かぶり厚さの検討

4.1　かぶり厚さの基本

　かぶり厚さとは鉄筋表面とそれを覆うコンクリート表面までの最短距離です。継手部分に帯筋（フープ筋）や
あばら筋（スターラップ筋）がかかる場合は、この部分からコンクリート表面までがかぶり厚さとなります。

4.2　DSネジカプラー梁TRスキップ工法

　DSネジカプラー梁TRスキップ工法では、梁主筋の継手
部分にあばら筋（スターラップ筋）をかけ無くて済みます
ので、かぶり厚さは主筋部分のあばら筋（スターラップ筋）
の表面からコンクリート表面までの距離となります。

柱 梁

基礎

帯筋

かぶり厚さ

あばら筋

捨てコンクリート

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

図4-1

図4-2

表4-1

【かぶり厚さ】

屋内
超長期

屋外屋内屋内・屋外
標準・長期短期

屋外

5040
5040

5040

（40）（30）

設計かぶり厚さ：50
最小かぶり厚さ：40

設計かぶり厚さ：70
最小かぶり厚さ：60

設計
かぶり
厚さ

最小
かぶり
厚さ

4030
4030

4030

（30）（20）

設計
かぶり
厚さ

最小
かぶり
厚さ

5040
4030

4030

4030

設計
かぶり
厚さ

最小
かぶり
厚さ

4030
3020

3020

3020

設計
かぶり
厚さ

最小
かぶり
厚さ

4030
3020

3020

3020

設計
かぶり
厚さ

最小
かぶり
厚さ

柱・梁・耐力壁
床スラブ・屋根スラブ

構造部材と同等の
耐久性を要求する部材

計画供用期間中に
維持保全を行う部材

直接土に接する柱・梁・壁・床
および布基礎の立上り部分

基礎

構造
部材

非構造
部材

部材の種類

JASS5（2009） P13 表3.3 最小かぶり厚さ

（1）最小かぶり厚さ：計画供用期間の級が超長期で計画供用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じて定める。
　　  設計かぶり厚さ：計画供用期間の級が超長期で計画供用期間中に維持保全を行い、部材では維持保全の周期に応じて定める。
（2）計画供用期間の級が標準および長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では、最小かぶり厚さ・設計かぶり厚さ
　　ともに10mm減ずることができる。

（1）

（2）（2）

（単位：mm）

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手

コンクリート表面

あばら筋
（スターラップ）外面

横補強筋
（スターラップ）

主筋 カプラー
グラウト注入孔

主
筋
部

か
ぶ
り
厚
さ

移動

「DS ネジカプラー
梁スキップ工法」
設計かぶり厚さ

コンクリート表面

横補強筋
（スターラップ）

主筋
カプラー

主
筋
部

か
ぶ
り
厚
さ

継
手
部

か
ぶ
り
厚
さ

設計かぶり厚さ
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1

2

カプラーの両端に接するように、一般部上に補強筋をかける。

基本ルールは下記のとおりです。基準図抜粋を示します。

4.3　補強筋（スターラップとフープ）のかけ方

カプラー上には、ワンランク落とした補強筋を一般部の補強筋断面積と同等以上になる本数をかける。
本数、ピッチは下表を参照のこと。
（一般部：D13_継手部：D10、一般部：U12.6_継手部：U10.7、一般部：D16_継手部：D13の場合）

【機械式継手上のフープ（無機グラウト固定式）】

図4-4

表4-2

表4-2

図4-3

【機械式継手上のスターラップ（無機グラウト固定式）】

かぶり厚さの検討

カプラー
継手部

カプラー
長さ
Lc U10.7 U12.6 S13・D13

一般部

フープ本数 フープピッチ

D19
D22
D25
D29
D32
D35
D38
D41

110
125
140
165
180
205
215
221

1
2
2
2
3
3
3
3

2
2
2
3
3
4
4
4

@100

S16・D16

@100@100

ナット
長さ
2Ln
20x2
20x2
20x2
20x2
30x2
30x2
30x2
30x2

（※1）異径カプラーの場合は大きい方の鉄筋の呼び名（D19-D22であればD22）とする。
（※2）本数N=（A／a）x（Lc+2Ln+d-i）／ i

A:補強筋断面積　a:カプラー部補強筋断面積　d:補強筋最外径　i : ピッチ（mm）

S10・D10
2
2
2
2
3
3
4
4

S13・D13
呼び名（※1）

図：無機グラフト固定式（フープ）

DSネジカプラー梁TRスキップ工法の場合は、継手部にかかるスターラップは0本です。

図：無機グラフト固定式（スターラップ）

継
手
部
フ
ー
プ

一
般
部
フ
ー
プ

一
般
部
フ
ー
プ

継手部スターラップ

一般部
スターラップ

一般部
スターラップ

一般部
スターラップ

一般部
スターラップ

継手部スターラップ

（※2）　　

カプラー
継手部

カプラー
長さ
Lc U10.7 U12.6 S13・D13

一般部

フープ本数 フープピッチ

D19
D22
D25
D29
D32
D35
D38
D41

110
125
140
165
180
205
215
221

1
1
1
1
1
2
2
2

1
1
1
1
2
2
2
2

@150

S16・D16

@150@150

ナット
長さ
2Ln
20x2
20x2
20x2
20x2
30x2
30x2
30x2
30x2

S10・D10
1
1
1
1
2
2
2
2

S13・D13
呼び名（※1）

（※2）　　

（※2）本数N=（A／a）x（Lc+2Ln+d-i）／ i
A:補強筋断面積　a:カプラー部補強筋断面積　d:補強筋最外径　i : ピッチ（mm）

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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【機械式継手上のフープ（有機グラウト固定式）】

図4-6

図4-5

【機械式継手上のスターラップ（有機グラウト固定式）】

かぶり厚さの検討

図：有機グラフト固定式（スターラップ）

図：有機グラフト固定式（フープ）

継
手
部
フ
ー
プ

一
般
部
フ
ー
プ

一
般
部
フ
ー
プ

継手部スターラップ
一般部

スターラップ
一般部

スターラップ

1
1
1
2
2
2
2
2

1
1
1
2
2
3
3
3 

A:補強筋断面積　a:カプラー部補強筋断面積　d:補強筋最外径　i : ピッチ（mm）
（※3）本数N=（A／a）x（Lc+d-i）／ i
（※1）異径カプラーの場合は大きい方の鉄筋の呼び名（D19-D22であればD22）とする。

0
0
1
1
1
1
1
1

0
0
1
1
1
1
1
2

DSネジカプラー梁TRスキップ工法の場合は、継手部にかかるスターラップは0本です。

（※1）異径カプラーの場合は大きい方の鉄筋の呼び名（D19-D22であればD22）とする。
（※2）本数N=（A／a）x（Lc+2Ln+d-i）／ i

A:補強筋断面積　a:カプラー部補強筋断面積　d:補強筋最外径　i : ピッチ（mm）

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手

表4-5

表4-4

カプラー
継手部

カプラー
長さ
Lc U10.7 U12.6 S13・D13

一般部

フープ本数 フープピッチ

D19
D22
D25
D29
D32
D35
D38
D41

110
125
140
165
180
205
215
221

@100

S16・D16

@100@100

S10・D10
1
1
1
2
2
2
3
3

S13・D13
呼び名（※1）

（※2）　　

カプラー
継手部

カプラー
長さ
Lc U10.7 U12.6 S13・D13

一般部

フープ本数 フープピッチ

D19
D22
D25
D29
D32
D35
D38
D41

110
125
140
165
180
205
215
221

@150

S16・D16

@150@150

S10・D10
0
0
1
1
1
1
1
1

S13・D13
呼び名（※1）

（※2）　　
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　通常設計では、カプラー部の補強筋は、図4-7 のように、一般部の補強筋（梁の場合：スターラップ、柱の場合：
フープ）に対して、径をワンランク落とし、本数増で断面積を確保します。このとき若干かぶり厚さは減少するため、
不足分を加える必要があります。
　表4-11、表4-12、表4-13に、かぶり厚さと鉄筋位置dtに加える厚さtを示します。

DSネジカプラー梁TRスキップ工法（D19～D41）の場合は、カプラー部に補強筋はかかりませんので、一般部の
かぶり厚さが設計かぶり厚さとなります。
（この時、カプラー表面は一般部の補強筋表面より内側になりますので、考慮する必要はありません。）
 

【横断面】

【縦断面】

カプラー
（対角寸法）

鉄筋
（ネジバー）

梁主筋のカプラー部 梁主筋の一般部

・主筋部ではなく、カプラー部のかぶり厚さが問題となります。
　（ただし、梁の場合はDSネジカプラーTR梁スキップ工法を用いれば、主筋部分が対象となります。）

・機械式定着工法と併用する場合、別途検討が必要となります。

詳しくは「Rebar Layout」をご参照下さい。

図4-7

カプラー部

カプラー部
かぶり厚さ

かぶり
厚　さ

かぶり
厚　さ

かぶり
厚　さ

鉄筋芯から
フープ（スターラップ）筋
までの距離
（表4-6,7,8）

かぶり
厚　さ

一般部
設計かぶり厚さ
＝40mm

一般部

dt’ dt
t

一般部

4.4　継手部のかぶり厚さの検討

かぶり厚さの検討
設計マニュアル：有機・無機グラウト共通

ネジカプラー：機械式継手

※1　Rebar Layout（配筋設計サポート資料）は「ネジバーサイトの技術サポート」ページから
　　ダウンロードいただけます。
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（mm）（mm）（mm）

【鉄筋芯から補強筋（フープ筋、スターラップ筋）までの距離】参考

鉄筋組合せ
（呼び名）

D19-D19 17
D22-D22 19.5
D25-D25 22.5
D29-D29 25
D32-D32 27.5
D35-D35 30
D38-D38 33
D41-D41 36
D51-D51 44

鉄筋芯から補強筋
までの距離

鉄筋芯から補強筋
までの距離

鉄筋芯から補強筋
までの距離

同径カプラー
鉄筋組合せ
（呼び名）

D19-D22
D22-D25

19.5

D25-D28
22.5

D29-D32
25

D32-D35
27.5

D35-D38
30

D38-D41
33

D41-D51
36
44

1サイズ差カプラー 2サイズ差カプラー
鉄筋組合せ
（呼び名）

D19-D25
D22-D29
D25-D32

22.5

D29-D35

25

D32-D38

27.5

D35-D41

30

D38-D51

33
36
44

表4-6

表4-7

表4-8

・カプラー対角距離Wc2の1/2を5mmピッチに修正した値です。
・側面かぶり厚は別途検討が必要です。

かぶり厚さの検討
設計マニュアル：有機・無機グラウト共通

ネジカプラー：機械式継手

［ネジカプラー］

（mm）

鉄筋組合せ
（呼び名）

D32-D32 28.5
D35-D35 31
D38-D38 34
D41-D41 37

鉄筋芯から補強筋
までの距離

同径カプラー

表4-9

［ハイテンカプラー］

（mm）

鉄筋組合せ
（呼び名）

D19-D19 18.5
D22-D22 20.5
D25-D25 23.5
D29-D29 26
D32-D32 29
D35-D35 31.5
D38-D38 34.5
D41-D41 37.5
D51-D51 46.5

鉄筋芯から補強筋
までの距離

同径カプラー

表4-10

［ネジカプラー  タイプJ］
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表4-11

かぶり厚さの検討
設計マニュアル：有機・無機グラウト共通

ネジカプラー：機械式継手

【柱の例】

かぶり厚さ
（設計）

かぶり厚さ
鉄筋芯から
帯筋（あばら筋）
までの距離

40

91

36
15

主　　筋：Ｄ41
フープ筋：Ｄ13
継手条件：同径継手 40

91

36
15

D41用カプラー（同径用）寸法

71
.2

65.8

中央部

図4-8

【かぶり厚さの検討】

補強筋
呼び名

ねじ節
主筋
呼び名

①
ねじ節
主筋
最大外径

②
補強筋
最大外径

⑧
加える厚さ
（t）
③ー⑦

⑤
芯から
補強筋
までの距離

[mm]

③
設計

かぶり厚さ

⑥
補強筋
最大外径

⑦
かぶり厚さ

④ー⑤ー⑥

④
鉄筋位置
（dt’）

1/2①＋②＋③

⑨
鉄筋位置
（dt）
④＋⑧

D19
D10 22 11 40 17 11 34 662 68

22 14

14

14

40 17 11 37 365 68
25 11 40 19.5 11 33 763.5 70.5

40 11 36 466.5 70.5
29 11 40 22.5 11 32 865.5 73.5

40 11 35 568.5 73.5
18
14
18
14
18
14
18
14
18
14
18
14
18

40 14 36 472.5 76.5
33 40 25 11 34.5 670.5 76.5

40 14 35.5 574.5 79.5
36 40 27.5 11 33.5 772.0 79

40 14 34.5 676.0 82
40 40 30 11 33 774.0 81

40 14 34 678.0 84
43 40 33 11 31.5 975.5 84.5

40 14 32.5 879.5 87.5
47 40 36 11 30.5 1077.5 87.5

40 14 31.5 981.5 90.5
58

25

29
29

33

36

40

43

47

58
40 44

19.5

22.5
22.5

25

27.5

30

33

36

44
11 28 1283.0 95

40 14 21 1987.0 106

D13

D22
D10
D13

D25
D10
D13
D16

D29
D13
D16
D13
D16
D13
D16
D13
D16
D13
D16
D13
D16

D32

D35

D38

D41

D51

一般部 カプラー部

【注】・S10,S13は、それぞれD10、D13の値を準用する。
・カプラー部補強筋は、一般部補強筋からワンサイズ落とすものとする。ただし、D10のときはD10とする。
・鋼種と径による曲げ半径の規準を別途考慮する必要があります。
・DSネジカプラー梁TRスキップ工法（D19～D41）の場合は、一般部の値に準拠する。

参考 ネジカプラー
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表4-12

表4-13

かぶり厚さの検討
設計マニュアル：有機・無機グラウト共通

ネジカプラー：機械式継手

【かぶり厚さの検討】

補強筋
呼び名

ねじ節
主筋
呼び名

①
ねじ節
主筋
最大外径

②
補強筋
最大外径

⑧
加える厚さ
（t）
③ー⑦

⑤
芯から
補強筋
までの距離

[mm]

③
設計

かぶり厚さ

⑥
補強筋
最大外径

⑦
かぶり厚さ

④ー⑤ー⑥

④
鉄筋位置
（dt’）

1/2①＋②＋③

⑨
鉄筋位置
（dt）
④＋⑧

14
18
14
18
14
18
14
14

36 40 28.5 11 32.5 7.572.0 79.5
40 14 33.5 6.576.0 82.5

40 40 31 11 32 874.0 82
40 14 33 778.0 85

43 40 34 11 30.5 9.575.5 85
40 14 31.5 8.579.5 88

47 40 37 11 29.5 10.577.5 88
40 14 30.5 9.581.5 91

36

40

43

47

28.5

31

34

37

D13
D16
D13
D16
D13
D16
D13
D16

D32

D35

D38

D41

一般部 カプラー部

【注】・カプラー部補強筋は一般部補強筋からワンサイズ落とすものとする。
・鋼種と径による曲げ半径の規準を別途考慮する必要があります。

参考 ハイテンカプラー

【かぶり厚さの検討】

補強筋
呼び名

ねじ節
主筋
呼び名

①
ねじ節
主筋
最大外径

②
補強筋
最大外径

⑧
加える厚さ
（t）
③ー⑦

⑤
芯から
補強筋
までの距離

[mm]

③
設計

かぶり厚さ

⑥
補強筋
最大外径

⑦
かぶり厚さ

④ー⑤ー⑥

④
鉄筋位置
（dt’）

1/2①＋②＋③

⑨
鉄筋位置
（dt）
④＋⑧

D19
D10 22 11 40 18.5 11 32.5 862 70

22 14

14

14

40 18.5 11 35.5 565 70
25 11 40 20.5 11 32 863.5 71.5

40 11 35 566.5 71.5
29 11 40 23.5 11 31 965.5 74.5

40 11 34 668.5 74.5
18
14
18
14
18
14
18
14
18
14
18
14
18

40 14 35 572.5 77.5
33 40 26 11 33.5 770.5 77.5

40 14 34.5 574.5 79.5
36 40 29 11 32 872.0 80

40 14 33 776.0 83
40 40 31.5 11 31.5 974.0 83

40 14 32.5 878.0 86
43 40 34.5 11 30 1075.5 85.5

40 14 31 979.5 88.5
47 40 37.5 11 28.5 1177.5 88.5

40 14 30 1081.5 91.5
58

25

29
29

33

36

40

43

47

58
40 46.5

20.5

23.5
23.5

26

29

31.5

34.5

37.5

46.5
11 25.5 1483.0 97

40 14 26.5 1387.0 100

D13

D22
D10
D13

D25
D10
D13
D16

D29
D13
D16
D13
D16
D13
D16
D13
D16
D13
D16
D13
D16

D32

D35

D38

D41

D51

一般部 カプラー部

【注】・S10,S13は、それぞれD10、D13の値を準用する。
・カプラー部補強筋は、一般部補強筋からワンサイズ落とすものとする。ただし、D10のときはD10とする。
・鋼種と径による曲げ半径の規準を別途考慮する必要があります。

参考 ネジカプラー  タイプJ
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【かぶり厚さと耐火時間】

有機グラウトの場合、カプラー表面のかぶり厚によって耐火時間に制限があります。

耐火時間

2時間

最小かぶり厚さ

60mm

3時間80mm

【施行令第107条】

柱・梁の耐火時間は、建築基準法施行令第107条により下記の通りです。
（　）内に8階建ての場合を示します。

最上階から数えた階数

5以上14以内の階（1,2,3,4階）

柱・梁の耐火時間

2以上4以内の階（5,6,7,8階） 1時間

2時間

15以上の階 3時間

4.5　耐火かぶり厚さと有機・無機グラウト固定式の選定

（1）耐火かぶり厚さ

（2）有機・無機グラウト固定式の選定

【階数とグラウトの選定】

したがって、かぶり厚が60mm未満の場合、固定方式の選定は下記の通りです。
（　）内に8階建ての場合を示します。

最上階から数えた階数

2以上4以内の階（5,6,7,8階）

固定方式の選定

有機グラウトまたは無機グラウト固定方式

5以上14以内の階（1,2,3,4階） 無機グラウト固定方式

15以上の階 無機グラウト固定方式

表4-14

表4-15

表4-16

かぶり厚さの検討
設計マニュアル：有機・無機グラウト共通

ネジカプラー：機械式継手
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【鉄筋同士のあき、カプラー同士のあき】

【横断面】

5．配筋の検討

最厚部頂部の
あきCK

最
厚
部

頂
部
の

あ
き
CK

D
s

平坦部 傾斜部傾斜部

鉄筋の
あきCB

鉄
筋
の
あ
き
CB

鉄筋芯の
距離P1K

鉄
筋
芯
の
距
離
P1
K

表5-1

図5-1

【鉄筋の間隔（鉄筋芯の距離P1K）】 （太字が最大値）　　〔mm〕

〔mm〕

D19

主筋
呼び名

主筋
最大外径 1.5d＋最外径 粗骨材最大寸法の1.25倍＋

最外径（粗骨材25mmの場合） 25mm＋最外径

22 50.5 53.25 47
D22 25 58.0 56.25 50
D25 29 66.5 60.25 54
D29 33 76.5 64.25 58
D32 36 84.0 67.25 61
D35 40 92.5 71.25 65
D38 43 100.0 74.25 68
D41 47 108.5 78.25 72
D51 58 134.5 89.25 83

表5-2

【ネジカプラー同士の最厚部頂部のあきCKとP1Kの関係】

D19

主筋
呼び名

カプラー
最厚部の
対角距離
Ds

Ckが25mmの
場合のP1K

Ckが1.25×粗骨材の
最大径の場合のP1K
（25mmの場合：31.25mm）

（表5-1の最大値）
採用すべき
P1Kの値
①②③の最大値
（切上げ）

33.6 58.6 64.85 65
D22 38.9 63.9 70.15 71
D25 44.2 69.2 75.45 76
D29 49.6 ←参照 80.85 81
D32 54.8 〃 86.05 87
D35 59.6 〃 ←参照 93
D38 65.4 〃 〃 100
D41 71.2 〃 〃 109
D51 87.7 〃

左記の時
最厚部頂部
のあきCk

19.65
19.1
22.3
26.9
29.2
32.9
34.6
37.3
46.8

P1K規定値

53.25
58.0
66.5
76.5
84.0
92.5
100.0
108.5
134.5 〃 135

3 421

1

1

【縦断面】

5.1　カプラー・鉄筋間隔の検討

　カプラーはイモ継手の可能な継手です（土木分野は除く）。カプラーの最厚部分の頂部（対角頂部）間のあき
CK は、カプラーの厚みだけ鉄筋のあきCBより狭まるため、コンクリートの流動性を考慮する必要があります。
　JASS５は、径に応じて鉄筋同士の間隔を表 5-1 の最大値以上と定めていますが、あきCkをどうとるかは、表
5-2、表 5-3を参考に決定する必要があります。

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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〔mm〕

表5-3

【ハイテンカプラー同士の最厚部頂部のあきCKとP1Kの関係】

主筋
呼び名

カプラー
最厚部の
対角距離
Ds

Ckが25mmの
場合のP1K

Ckが1.25×粗骨材の
最大径の場合のP1K
（25mmの場合：31.25mm）

（表5-1の最大値）
採用すべき
P1Kの値
①②③の最大値
（切上げ）

←参照D32 56.6 87.85
93.15

88
D35 61.9 〃

←参照
94

D38 67.6 〃 100
D41 67.5 〃 〃 109

左記の時
最厚部頂部
のあきCk

27.5
29.6
31.3
34.0

P1K規定値

84.0
92.5
100.0
108.5

3 421

1

1

〔mm〕

表5-4

【ネジカプラー：タイプJ　同士の最厚部頂部のあきCKとP1Kの関係】

D19

主筋
呼び名

カプラー
最厚部の
対角距離
Ds

Ckが25mmの
場合のP1K

Cが1.25×粗骨材の
最大径の場合のP1K
（25mmの場合：31.25mm）

（表5-1の最大値）
採用すべき
P1Kの値
①②③の最大値
（切上げ）

37.0 62.0 68.25 69
D22 40.4 65.4 71.65 72
D25 46.2 71.2

77.0
77.45 78

D29 52.0
←参照

83.25 84
D32 57.7 88.95 89
D35 62.9 〃 ←参照 93
D38 68.7 〃 〃 100
D41 74.5 〃 〃 109
D51 93.0 〃

左記の時
最厚部頂部
のあきCk

16.25
17.6
20.3
24.5
26.3
29.6
31.3
34.0
41.5

P1K規定値

53.25
58.0
66.5
76.5
84.0
92.5
100.0
108.5
134.5 〃 135

3 421

1

1

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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5.2　梁せいの検討

　無機グラウト固定式の場合、ナットをトルクレンチ（200N/m）により締め付けるため、トルクレンチのヘッ
ド部及びハンドル部の回転施工スペースを考慮した鉄筋間隔の確保が必要になります。

【ナット締付けに必要な鉄筋のあき 】
  [mm]（太字が適応値）

  [mm]

呼び名 ℓ1 ℓ2

D19 64 60

D22 69 65

D25 72 69

D29 81 75

D32 85 78

D35 83 80

D38 87 85

D41 95 93

D51 123 121

【 ナット締付けに必要な鉄筋のあきと上端筋、下端筋の距離】

呼び名 ℓ1 ℓh

D19 64 750

D22 69 755

D25 72 760

D29 81 765

D32 85 770

D35 83 775

D38 87 780

D41 95 785

D51 123 800

表 5-2，3，4を満たせば表 5-5をクリアすることができます。

下方から締め付けの場合はℓhの制限はなくなります。

表5-5

表5-6

配筋の検討
設計マニュアル：有機・無機グラウト共通

ネジカプラー：機械式継手

ℓ1

ℓh

ℓ2

ℓ1
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5.3　柱、梁幅、鉄筋本数の検討（直交梁を考慮しない場合）

　表 4-11、図 5-2, 図 5-3 及び補強筋折曲げ寸法より、カプラー使用時における梁・柱の幅の最小寸法は表
5-7 及び表 5-8 にまとめられます。
　これらを参考に梁・柱断面を決めることができます。かぶり厚は 40mmとして算出していますので、それ以外
の場合はその値に応じて加減して下さい。

　柱梁接合部における直交する鉄筋定着部相互の干渉および2段筋等を考慮していません。それらを
考慮する場合はRebar Layout（配筋設計サポート資料）※1をご参照願います。

※1　Rebar Layout（配筋設計サポート資料）は「ネジバーサイトの技術サポート」ページから
　　ダウンロードいただけます。

【鉄筋本数と梁幅の最小値】 カプラーの場合 〔mm〕

1098765432

730670600540470410340280220D10
D19

750680620550490420360290240D13

790710640570500430360290230D10
D22

800730660590520450380310250D13

840760680610530460380300240D10

D25 850770700620540470390320250D13

870790720640560490410340270D16

890810730650570490410330260D13
D29

910830750670590510430350280D16

D13

D16

D13

D16

D13

D16

D13

D16

D13

D16

950860770690600510430340260
D32

970880790710620530450360280

1000910820720630540450350270
D35

1020930840740650560460370290

1070970870770670570470370280
D38

1080980880780680580480380290

11601050940830720610510400300
D41

11701060950840730620510400300

1410127011401000870730600460340
D51

1420128011501010880740610470350

主筋
呼び名

補強筋
呼び名

主筋本数：N（本）

・フック先曲げとし、末端部折り曲げは1箇所とする
・S10、S13はそれぞれD10、D13の値を準用する
・学会配筋指針　付表A3-2 b1表をベースとし、補強筋（肋筋）折り曲げ内法直径は4dとする（d：呼び名の数値）

注記 表5-7

図5-2

かぶり厚さ
かぶり厚さかぶり厚さ

P2AK=肋筋最外径+1/2内法直径

内法直径4d

折り曲げ起点

P1KP1KP2AK P2AK

梁断面（機械式継手） 断面詳細

配筋の検討
設計マニュアル：有機・無機グラウト共通

ネジカプラー：機械式継手



【鉄筋本数と柱幅の最小値】 カプラーの場合 〔mm〕

1098765432

730660600530470400340270220D10
D19

730660600530470400340270220D13

790710640570500430360290230D10
D22

790710640570500430360290230D13

840760680610530460380300240D10

D25 840760680610530460380300240D13

840770690620540460390310250D16

890800720640560480400320250D13
D29

890810730650570490410330250D16

D13

D16

D13

D16

D13

D16

D13

D16

D13

D16

950860770680600510420340260
D32

950860780690600520430340270

1000910820720630540450350270
D35

1010920820730640540450360280

1070970870770670570470370280
D38

1080980880780680580480380290

11601050940830720610510400300
D41

11701060950830730620510400300

1410127011401000870730600460340
D51

1420128011501010880740610470350

主筋
呼び名

補強筋
呼び名

主筋本数：Ｎ（本）

20

表5-8

　柱梁接合部における直交する鉄筋の影響および梁主筋の必要定着長さを考慮していません。
それらを考慮する場合はRebar Layoutをご参照願います。

・フック先曲げとし、末端部折り曲げは1箇所とする
・S10、S13はそれぞれD10、D13の値を準用する
・学会配筋指針　付表A3-2 b1表をベースとし、補強筋（肋筋）折り曲げ内法直径は4dとする（d：呼び名の数値）

注記

図5-3

かぶり厚さかぶり厚さ

P2K=帯筋最外径+1/2内法直径-1/  2（1/2内法直径
-1/2カプラー対角距離Wc2）

√
P1KP1KP2K P2K

柱断面（機械式継手）

かぶり厚さ

内法直径4d

断面詳細

配筋の検討
設計マニュアル：有機・無機グラウト共通

ネジカプラー：機械式継手
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（1）梁間、桁行き方向のどちらの梁を主軸として、主筋を配筋するのか

（2）フープ、スターラップの寸法はどのようにして決めるのか
     （通常、施行現場では梁では構造図の梁リストの縦横寸法から50ｍｍ、柱は60mmなどと引いて決めています。)

上記の条件の場合、
　・コンクリート表面から一番近い鉄筋の芯までの距離：D29の場合77㎜、D32の場合79㎜（表4-11より）
　・鉄筋のあき：D29の場合81㎜、D32の場合87㎜（表5-2より）
　・最大主筋本数：6本（表5-7より）

dt 1：　77mm　（D29の場合のコンクリート表面から鉄筋の芯までの距離）
dt 2：　77+81＝158mm　（dt 1＋鉄筋のあき）
 
dt 3：　79＋36/2＋33/2＝114mm　（dt’3＋直交梁主筋最大外径/2＋主筋最大外径/2）
dt 4：　114+81=195mm　（dt 3＋鉄筋のあき）

dt’1：　77＋36/2＋33/2＝112mm　（dt1＋直交梁主筋最大外径/2＋主筋最大外径/2）
dt’2：　112+87=199mm　（dt ‘1＋鉄筋のあき）
dt’3：    79mm　（D32の場合のコンクリート表面から鉄筋の芯までの距離）
dt’4：    79+87=166mm　（dt ‘3＋鉄筋のあき）

（3）設計かぶり厚と最小かぶり厚のどちらを必要かぶり厚とするのか、また、カプラーの厚みをどう吸収させるのか

（4）梁の場合、1段筋、2段筋の間隔をどう設定するのか

　設計上の鉄筋重心位置ｄｔを検討する要点は下記の通りです。カプラーあるいは定着プレートの設
置により、調整が必要です。

5.4　ｄｔの決定

図5-4

　柱梁接合部における直交する鉄筋相互の干渉を考慮していません。それらを考慮する場合はRebar 
Layoutをご参照願います。

配筋の検討

断面緒元
・主筋径　　　　　　　D29
・補強筋径　　　　　　D13
・直交梁主筋径　　　　D32
・直交梁補強筋径　　　D13
・梁幅　　　　　　　　600mm
・梁せい　　　　　　　1000mm
・かぶり　　　　　　　  40mm

dt 1：上筋1段筋の重心
dt 2：上筋2段筋の重心
dt 3：下筋1段筋の重心
dt 4：下筋2段筋の重心

dt’1：直交梁上筋1段筋の重心
dt’2：直交梁上筋2段筋の重心
dt’3：直交梁下筋1段筋の重心
dt’4：直交梁下筋2段筋の重心

【参考例】

600

D29直交梁主筋
D32

D19

50

10
00

50
50

dt
1

dt
2

dt
4

dt
3

dt
’2

dt
’4

dt
’3

dt
’1

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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6．製品の仕様

6.1　ネジバー・ハイテンネジバー（鉄筋）

【種類と表示】

【化学成分】

種類
化学成分（％）

C Si Mn P S C+Mn/6
ー ー ー 0.050以下 0.050以下 ー

0.27以下 0.55以下 1.60以下 0.040以下 0.040以下 0.050以下
0.29以下 0.55以下 1.80以下 0.040以下 0.040以下 0.055以下
0.32下 0.55以下 1.80以下 0.040以下 0.040以下 0.060以下

SD295A

ネジバー

ネジバー

ハイテン
ネジバー

ハイテン
ネジバー

種類
降伏点又は耐力 引張強さ

試験片
伸び

（N/mm2） （N/mm2） （％）
曲げ性

SD295A
16以上

295以上 180° 2D440～600
2号に準じるもの

17以上14A号に準じるもの

SD345
SD390
SD490

0.20～
0.40

0.10～
0.90

0.80～
1.80 0.04以下 0.04以下 0.064以下USD590B

0.25～
0.45

0.10～
1.50

0.80～
1.80 0.03以下 0.03以下 0.068以下USD685A

【機械的性質】

曲げ角度 内側半径

SD345
18以上

345～440 180°490以上
2号に準じるもの

19以上14A号に準じるもの
D41以下2D
D51　2.5D

D25以下2.5D
D25超　3D

SD390
16以上

390～510 180° 2.5D560以上
2号に準じるもの

17以上14A号に準じるもの

SD490
12以上

490～625 90°620以上
2号に準じるもの

13以上14A号に準じるもの

D：公称直径

2）1） 3）

種　類
SD295A SD345

ネジバー ハイテンネジバー
SD390 SD490　 

JIS記号 SD295A SD345 SD390 SD490
表示（色別塗色） 適用しない 黄（片端面）緑（片端面）青（片端面）

USD590B USD685A
ー

桃（片端面）
ー

赤（片端面）

表6-1

表6-2

表6-3

JIS G 3112 のＤ19 以上を対象としています。

D：公称直径D32、D35、D38、D41 を対象としています。

種類
降伏点又は
0.2％耐力認定番号 引張強さ 試験片 伸び
（N/mm2）（N/mm2） （％）

曲げ性

USD590B
12
以上

降伏棚の
ゆがみ
（％）（％）

1.4
以上

降伏比

80
以下

738
以下

MSRB
-0080 2D90°

90°

590
～650

14A号
（標点距離=5D）

USD685A
10
以上

1.4
以上

85
以下

806
以下

MSRB
-0081 2D685

～785
14A号

（標点距離=5D）

曲げ
角度

内側
半径

・ 引張試験編及び引張試験は、JIS Z 2241:2011「金属材料引張試験方法」による。
・ 曲げ試験編及び曲げ試験は、JIS Z 2241:2011「金属材料曲げ試験方法」による。
・ 降伏点又は0.2%耐力、引張強さを求める場合の新面積は、公称新面積を用いる。
・ 降伏棚のゆがみ度は、規格降伏点又は0.2%耐力の上限値を鉄筋の実強度が通過する時の歪の値。

1）　呼び名D22以下は、JIS Z 2201の2号、D22を超えるものは14A号
2）　呼び名D32を超えるものについては、呼び名３を増すごとにそれぞれ表中の伸び値から２%減ずる。
　　　（ただし、減ずる限度は４%とする。）
3）　その外側にき裂を生じてはならない。

1）　呼び名D22以下は、JIS Z 2201の2号、D22を超えるものは14A号
2）　呼び名D32を超えるものについては、呼び名３を増すごとにそれぞれ表中の伸び値から２%減ずる。
　　　（ただし、減ずる限度は４%とする。）
3）　その外側にき裂を生じてはならない。

2）1） 3）

表6-4

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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表6-5

図6-1

【ネジバーの寸法】

呼び名

D19 19.1 2.865 2.25 18.0 17.6 1.75

公称直径 公称断面積 単位質量  dh
 基円径  ピッチ

dv
 ふし高さ
a

 (mm) (cm2) (kg/m)  (mm)  (mm) (mm)
P
(mm)

D22 22.2 3.871 3.04 21.0 20.7 1.90
D25 25.4 5.067 3.98 24.1 23.8 2.15
D29 28.6 6.424 5.04 27.3 26.8 2.45
D32 31.8 7.942 6.23 30.4 30.0 2.65
D35 34.9 9.566 7.51 33.4 32.8 2.95
D38 38.1 11.40 8.95 36.4 35.9 3.20
D41 41.3 13.40 10.5 39.4 38.9 3.50
D51 50.8 20.27 15.9 48.3 47.4

8.0
9.0
10.2
11.7
12.8
13.9
15.0
16.2
19.0 4.20

3.5

2a
(mm)

3.8
4.3
4.9
5.3
5.9
6.4
7.0
8.4

21.5

 最外径
dh+2a
(mm)

24.8
28.4
32.2
35.7
39.3
42.8
46.4
56.7

dh
dvP

a
a

ネジバー側面 ネジバー断面

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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6.2　機械式継手（ネジカプラー：同径用）

【継手用カプラー及びナット（同径用）の寸法】

部品 降伏点 引張強さ 伸び
（N/mm2） （N/mm2） （％）

2以上

3以上

【機械的性質】

10以上

1,200以上

600以上
570以上

900以上

370以上
345以上

カプラー

ナット

FCAD1200

FCD600
S45C

種類

※1　継手用カプラーはJIS G5503オーステンパ球状黒鉛鋳鉄品とする。
　　 ナットはJIS G5502球状黒鉛鋳鉄品またはJIS G4051機械構造用炭素鋼鋼材とする。

※1

1以上1,400以上1,100以上ハイテンカプラー FCAD1400-1※1

※1

表6-6

表6-7

呼び名

公差

注入
孔径

D19 31.0 33.6 28.6 110 18.9 20
21.9
18.95

35.9 38.9 32.8 125 21.9 20
25.0

5
40.8 44.2 36.9 140 25.0 20

28.2
5

45.8 49.6 40.7 165 28.2 20
31.4

5
50.6 54.8 45.2 180 31.4 30

34.5
5

55.1 59.6 49.2 205 34.5 30
37.5

5
60.4 65.4 54.0 215 37.5 30

40.5
5

65.8 71.2 59.2 221 40.5 30
49.3

6

+1.0 +0.1 +0.1 +0.3 +0.3+0.2
-0.4 -0.4 -0.4 -0.1

+0.1
-0.4

+0.3
-0.1 -0.1-0.2

D22
D25
D29
D32
D35
D38
D41
D51 81.0 87.7 74.0

31.1
35.7
40.1
44.2
49.1
53.5
58.7
64.3

+0.1
-0.4

80.4 246 49.3 406 ※

30.0
35.0
38.0
41.0
46.0
50.0
54.0
60.0
75.0※ ※

ネジカプラー
中央部 端部

対辺距離
Wc1

対辺距離
Wc3

対辺距離

Wn2
対角距離 全長 内径

Wc2
対角距離
Wc4 Lc d1

長さ 内径

Ln ddG

　ナット（無機グラウト固定式のみ）

※印は事前に連絡願います。

（単位：mm）

※異径用ネジカプラーの寸法については、別途お問い合わせ下さい。

[ 無機グラウト固定式 ] [ 中央部 ] [ 端部 ]

無機グラウト
固定式のみ使用

Lc LnLn

dG

[ナット]

W
n2

d

Wc1

W
c2d1

Wc3

W
c4d1

図6- 2

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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【継手用ハイテンカプラー及びナット（同径用）の寸法】

表6-8

呼び名

公差

円筒部
外形

D32 52.3 56.6 52.3 180 31.4 30
34.5
31.42.0

57.2 61.9 57.2 205 34.5 30
37.5

2.5
62.5 67.6 62.5 215 37.5 30

40.5
2.5

67.5 73.1 67.5 221 40.5 302.5
+1.0 +0.1 +3.1 +0.3 +0.3+0.1
-0.4 -0.4 -1.1 -0.1

+0.1
-0.4

+3.0
-1.0 -0.1-0.1

D35
D38
D41

5.0
5.0
5.0
6.0
+0.2
-0.2

46.0
50.0
54.0
60.0

ハイテンカプラー
中央部 注入孔

対辺距離
Wc1

対辺距離

Wn2
対角距離 孔補強厚長さ 内径

Wc2 R1 Lc d

長さ 内径

Ln ddt
孔径
dG

　ナット（無機グラウト固定式のみ）

※印は事前に連絡願います。
※異径用ハイテンカプラーの寸法については、別途お問い合わせ下さい。

（単位：mm）

側面 断面

無機グラウト
固定式のみ使用

[ナット]

W
n2

d

Lc LnLn

dG
dt

W
c1

R

W
c2

d
dt

図6-3

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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6.3　機械式継手（ネジカプラー：異径用）

表6-9

図6-4

Wc1

W
c2

Wc1

W
c2d1

ナット断面

カプラー断面カプラー側面

d2

Lc

Lc2Lc1

Ln2Ln1

dG

W
n2

d

【無機グラウト固定式のみ使用】

呼び名

公差

注入
孔径

D19-D22 35.9 38.9 117.5 55 18.9 62.5 21.9 20 18.9 20 21.9 5
40.8 44.2 132.5 62.5 21.9 70 25.0 20 21.9 20 25.0 5
45.8 49.6 152.5 70 25.0 82.5 28.2 20 25.0 20 28.2 5
50.6 54.8 172.5 82.5 28.2 90 31.4 20 28.2 30 31.4 5
55.1 59.6 192.5 90 31.4 102.5 34.5 30 31.4 30 34.5 5
60.4 65.4 210 102.5 34.5 107.5 37.5 30 34.5 30 37.5 5
65.8 71.2 218 107.5 37.5 110.5 40.5 30 37.5 30 40.5 6
81.0 87.7 233.5 110.5 40.5 123 49.3 30 40.5 40 49.3 6
40.8 44.2 125 55 18.9 70 25.0 20 18.9 20 25.0 5
45.8 49.6 145 62.5 21.9 82.5 28.2 20 21.9 20 28.2 5
50.6 54.8 160 70 25.0 90 31.4 20 25.0 30 31.4 5
55.1 59.6 185 82.5 28.2 102.5 34.5 20 28.2 30 34.5 5
60.4 65.4 197.5 90 31.4 107.5 37.5 30 31.4 30 37.5 5
65.8 71.2 213 102.5 34.5 110.5 40.5 30 34.5 30 40.5 6
81.0 87.7 230.5 107.5 37.5 123 49.3 30 37.5 40 49.3  6
+1.0 +0.1 +0.3 +0.3 +0.3 +0.3 +0.3 +0.2
-0.4 -0.4 -0.1 -0.1 -0.1 -0.1 -0.1 -0.2

D22-D25
D25-D29
D29-D32
D32-D35
D35-D38
D38-D41
D41-D51
D19-D25※

※ ※

※
※
※
※
※
※

D22-D29
D25-D32
D29-D35
D32-D38
D35-D41
D38-D51

ネジカプラー
中央部

全長
対辺距離
Wc1

対角距離 長さ 内径
Wc2 Lc Lc2 d2

長さ 内径
Lc1 d1

長さ 内径
Ln2 d2

長さ 内径
Ln1 d1 dG

細径側 太径側 細径側 太径側
　ナット（無機グラウト固定式のみ）

※印は事前に連絡願います。

（単位：mm）

サ
イ
ズ
違
い

1

サ
イ
ズ
違
い

2

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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6.4　機械式継手（ネジカプラー：タイプJ：打継ぎ用）

【継手用カプラー（タイプJ：打継ぎ用）の寸法】 (mm)

呼び名 長さ 内径 注入孔径

注入孔径

D19 32.0 37.0 56.0 18.9 5

 カプラー
 中央部

 Wc1  Wc2
 対辺距離  対角距離

 L1 ｄ dG

D22 35.0 40.4 63.0 21.9 5
D25 40.0 46.2 70.0 25.0 5
D29 45.0 52.0 83.5 28.2 5
D32 50.0 57.7 90.5 31.4 5
D35 54.5 62.9 105.0 34.5 5
D38 59.5 68.7 109.5 37.5 5
D41 64.5 74.5 111.5 40.5 6
D51 80.5 93.0 130.0

全長

120
 Lc

134
148
175
189
218
227
231
268 49.3 6

位置

53.5
Lh

60.5
67.5
81.0
88.0
102.5
107.0
108.5
127.0

カプラー側面

（打継ぎ側）（先行側）

部品 降伏点 引張強さ 伸び
（N/mm2） （N/mm2） （％）

2以上

【機械的性質】

1,200以上900以上カプラー FCAD1200

種類

※1　継手用カプラーはJIS G5503オーステンパ球状黒鉛鋳鉄品とする。

※1

表6-10

表6-11

図6-5
カプラー断面

Wc2

Lc

Lh

L1

dG

Wc1

d

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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6.5　グラウト材（無機グラウト）　［ネジグラウトタイプM2］

【組成および品質】
※1

※1

※2

※3

※1　試験方法は、JIS R5202に準じる。

※1　環境温度が5℃を下回る恐れがある場合、ネジプレート自体の温度が5℃以上になるように加温養生を行う。

※2　比表面積試験は、JIS R5201に準じる。比重試験は、JIS R5201に準じる。

※3　試験温度：20±2℃、圧縮強度試験：現場確認値（JIS A1108）
　　出荷管理値（JIS R 5201）、試験値：水/粉体比＝36％で練り混ぜたときの値

ig.loss
2.5～5.0

比重
2.90～3.10

比表面積（cm2/g）
7,000～9,000

SO3
3.0～5.0

MgO
1.0～2.0

CaO
60.5～63.5

Fe2O3
2.0～3.0

Al2O3
4.0～6.0

SiO2
18～22

組成

品質

（％）

【グラウト材の未硬化・硬化時の品質】
水グラウト材比 34～38（標準36）％
フロー値 90～180 mm

圧縮強度試験 現場確認値
70 N/mm2

出荷管理値
75 N/mm2

【必要静置時間】
温度

必要静置時間
5℃ 20℃ 35℃ 40℃
24時間 8.0時間 5.0時間 4.0時間

表6-12

表6-13

表6-14

※1

※1　環境温度が5℃を下回る恐れがある場合、ネジプレート自体の温度が5℃以上になるように加温養生を行う。

【必要静置時間】
温度

必要静置時間
5℃ 20℃ 35℃ 40℃
19時間 13.5時間 9.7時間 9.5時間

表6-17

6.6　グラウト材（ハイテンネジバー用 無機グラウト）　［ネジグラウトタイプM3］
【組成および品質】

※1

※2

※3

※1　試験方法は、JIS R5202に準じる。
※2　比表面積試験は、JIS R5201に準じる。比重試験は、JIS R5201に準じる。

※3　試験温度：20±2℃、圧縮強度試験：現場確認値（JIS A1108）
　　出荷管理値（JIS R 5201）、試験値：水/粉体比＝36％で練り混ぜたときの値

ig.loss
1.0～4.0

比重
2.90～3.10

比表面積（cm2/g）
6,000～8,000

SO3
5.0～7.0

MgO
1.5～3.0

CaO
55.0～60.0

Fe2O3
2.0～3.0

Al2O3
5.0～6.0

SiO2
22～26

組成

品質

（％）

【グラウト材の未硬化・硬化時の品質】
水グラウト材比 22～26標準36）％
フロー値 100～200 mm

圧縮強度試験 現場確認値
80 N/mm2

出荷管理値
90 N/mm2

表6-15

表6-16

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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6.7　グラウト材（有機グラウト）　［ネジグラウトタイプＹ］

1）可使時間：BH型回転粘度計にて混合後の樹脂粘度が200,000Mpa・sに達するまでの時間の80％（100ｇスケール）
2）チクソ性：粘度計の回転数2rpmの時の粘度を20rpmの時の粘度で除した値
（この数値が大きいほど、粘度が低くなり充填に便利です）

【グラウト材の未硬化・硬化時の品質】
品質項目

未硬化
グラウト材

硬化
グラウト材

外観検査 有害と認められる異物の混入がなく
材料分離が生じていないこと 目視

比重 1.2～1.6 JIS K 6833
粘度 4×104～10×104 MPa・s JIS K 6833

可使時間 1時間20分
温度：20±2℃
湿度：60±5％RH

チクソ性 1.6以上 JIS K 6833
引張強さ 12.3 N/mm2以上 JIS K 6911
一軸圧縮強度 90 N/mm2以上 JIS K 6911
弾性係数 9.8×102 N/mm2以上 JIS K 6911

規格値 試験方法

表6-18

1）

2）

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手

※1

【必要静置時間】
温度

必要静置時間

5℃ 10℃ 20℃ 35℃ 40℃

40時間D51 11時間 8時間30分 3時間30分 2時間30分
24時間D19～D41 9時間 7時間30分 2時間30分 1時間20分

表6-19
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7．根拠法令関係

7.1　継手の構造方法（告示　平12建告第1463号「鉄筋継手の構造方法を定める件」より　ー抜粋ー）

建築基準法施行令（昭和25年政令第338号）第73条第2項ただし書（第79条の4において準用する場合を
含む。）の規定に基づき、鉄筋の継手の構造方法を次のように定められています。   

建築基準法施行令（以下「令」という｡）第73条第２項本文（第79条の４において準用する場合を含
む｡）の規定を適用しない鉄筋の継手は，構造部材における引張力の最も小さい部分に設ける圧接継
手、溶接継手及び機械式継手で，それぞれ次項から第４項までの規定による構造方法を用いるものと
する。ただし、一方�及び繰り返し加力実験によって耐力、靭性及び付着に関する性能が継手を行う
鉄筋と同等以上であることが確認された場合においては，次項から第４項までの規定による構造方法
によらないことができる。

4.【機械式継手】にあっては、次に定めるところによらなければならない。

次項から　事項（省略）

四 省略

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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（注）表中の全と半はそれぞれ全数継手と半数継手を示し、○と×は、それぞれ継手の使用の可否を示す。
　　　また、↓は○印のついている下位の部材種別と仮想して計算してある場合には、当該継手を使用し
　　　てよいことを示す。部材種別の記号、ＦＡ、ＦＢ、･･･、ＷＤは昭55建告第1792号第４に関する通達
　　　（昭和56年建設省住指発第96号）示されている部材種別 の記号である。

第５　鉄骨鉄筋コンクリートの部材では、鉄筋を全数継手とする場合でも、表１および表２を用いる時は         
　　　　半数継手と見なす。

第７　継手部分でも、原則として日本建築学会｢建築工事標準仕様書JASS5鉄筋コンクリ−ト工事｣の規定         
　　　　の鉄筋のあき、およびかぶり厚さを確保する。

第６　継手の特定検長が部材成より長い場合には、SA級継手は原則としてＡ級継手と見なす。

第１　継手の使用の可否及び継手の有無による影響は、柱、はり、壁等の構造部材ごとに考える。         

第２　継手の集中度による影響は、同じ目的のための鉄筋の断面積の50%以上を継ぐ全数継手と、50%未満         
　　　を継ぐ半数継手の場合に分けて考える。         

第３　ルート1、2-1、2-2、2-3、の方法で計算する場合または平13国交告第1026号に沿う壁式構造の場合、         
　　　使用してもよい継手種類、使用箇所及び集中度は表１による。ここで、ルート１の計算方法とは、         
　　　建築基準法施行令第82条に基づき、許容応力度計算だけをするものであり、ルート2-1、2-2、2-3         
　　　の計算方法は、それぞれ同施行令第82条の6及び第1791号第3第一号から第三号までによる場合である。  

表１　継手の種類と使用の可否 （ルート１、2-1、2-2、2-3又は壁式構造物に対して）

 計算方法 使用箇所 Ａ級

全 半

ルート 1 、
2-1、2-2 又は
壁式構造

・大ばりの中央域の主筋  
・小ばりの主筋及びスラブの引張り鉄筋

a

・柱とはりの材端域の主筋 
・壁ばりの主筋及び１階の耐力壁脚部の縦筋 

b

・大ばりの中央域の主筋 
・小ばりの主筋及びスラブの引張り鉄筋

・柱とはりの材端域の主筋 
・壁ばりの主筋及び１階の耐力壁脚部の縦筋

・その他の鉄筋

・その他の鉄筋

c
a

b

c

ルート 2-3

（注）表中の全と半は、それぞれ全数継手と半数継手を示し、○と×はそれぞれ継手の使用の可否を示す。

 計算方法 使用箇所 Ａ級

全 半

ルート 3
・大ばりの中央域の主筋  
・小ばりの主筋及びスラブの引張り鉄筋

a

・耐震設計上、降伏ヒンジが形成される材
　端域の主筋及び１階の耐力壁脚部の鉄筋 

FAb
FB
FC
FD

WA、WB
WC、WD

・上記以外の材端域の主筋 FAc
FB
FC
FD

WA、WB
WC、WD

・その他の鉄筋 FAd
FB
FC
FD

WA、WB
WC、WD

表２　継手の種類と使用の可否 (ルート３の方法に対して) 

第４　ルート3の方法で計算する場合、使用してもよい継手種類、使用箇所、部材種別及び集中度は表２         
　　　による。なお、ルート3の計算方法とは、令第82条の4及び昭55建告第1792号による場合である。         

平成3年1月31日建設省住指発31号建設省住宅局建築指導課長通達　ｰ特殊な鉄筋継手の取り扱いについてｰ7.2　鉄筋継手使用基準

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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8．性能試験・判定基準

　鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンクリート造及びそれらのプレキャストコンクリートの鉄筋の機械式継手
に適用します。

ネジカプラーは下記の要領で性能を判定し、A級継手として評定を取得しています。
（（3）（4）を除く）

１．SA級 継 手：強度、剛性、靱性等に関してほぼ母材並みの継手
２． A 級 継 手：強度と剛性に関しては母材並みであるが、その他に関しては母材よりもやや劣る継手
３． B 級 継 手：強度に関しては母材並みであるが、その他に関しては母材よりも劣る継手
４．   Ｃ 級 継 手：強度、剛性等に関して母材よりも劣る継手

継手性能の判定は，(2)に示す単体試験判定法（主として継手単体の試験結果に基づいて判
定する方法)、又は、(3)に示す部材試験判定法（主として部材の試験結果に基づいて判定する
方法）のいずれかによって行う。

（1）

単体試験判定法では、継手単体の試験項目のうち、一方向引張り試験，弾性域正負繰返し試
験、及び塑性域正負繰返し試験を行い，「4.5 性能判定基準」によって鉄筋継手の性能を判定
する。

（2）

部材試験判定法では,鉄筋継手を設けた部材による正負繰返し試験を行うと同時に，継手単
体の試験項目のうち、一方向引張り試験と－方向繰返し試験を行う。部材試験の結果は「5.1
鉄筋継手使用基準｣の第３及び第４に関して、必要な性能を有するか否かによって判定し、単
体試験の結果は「4.5性能判定基準」によって判定する。

（3）

プレキャストコンクリート造の接合部に継手を設ける場合の性能は，原則として実際の接合
条件を再現する部材の試験結果を併用して判定する。

（4）

継手の判定に際しては,継手の品質管理基準,仕様書及び設計施工要領書等によって推定さ
れる実際の鋼造物の継手の性能を考慮に入れる。

（5）

ネジカプラーはＡ級継手です

8.1　適用範囲

8.2　継手性能の分類

8.3　継手性能の判定

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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8.4　性能試験

ネジカプラーは下記の要領で性能試験を行いA級継手の性能を確かめています。

継手単体の試験項目は次に示す４種類である。
　　 １ 一方向引張り試験
　　 ２ 一方向繰返し試験
　　 ３ 弾性域正負繰返し試験
　　 ４ 塑性域正負繰返し試験。

（1）

部材の試験は，部材の強度，剛性，塑性域における履歴減衰性能及び靭性に関して、「２ 
鉄筋継手使用基準」第３及び第４に応じた継手の使用の可否を判断できる方法によら
なければならない。

（6）

部材の試験は，原則として鉄筋継手を一個所に集中して設けた試験体によって行う。（7）

継手単体の試験片は継手によって２本の鉄筋を接合したものであり，原則として検長の中央
に継手を設ける。

（2）

継手単体の試験で、剛性、変形、ひずみ逓等を求める時の検長は、特定検長とする。
ただし、特定検長が50ｃｍより短い場合には、50ｃｍを限度として特定検長より長い検長
で試験してもよい。

（3）

継手単体の試験の特定検長は，継手長さの両側に鉄筋径の１／２又は20ｍｍのうち大きい
方の長さを加えた値とする。

（4）

継手単体の試験の加力方法は表4-1による。（5）

継手単体の試験加力方法

継手単体の試験

部材の試験

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手

（※）「2007 年度版建築物の構造関係技術基準解説書」準拠

（※）
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8.5　試験の判定基準

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手

（※）「2007 年度版建築物の構造関係技術基準解説書」準拠
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8.6　性能判定基準

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手

（※）「2007 年度版建築物の構造関係技術基準解説書」準拠
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安全データシート（SDS）：JIS G 3112 鉄筋コンクリート用棒鋼　1

［参考資料］

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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安全データシート（SDS）：JIS G 3112 鉄筋コンクリート用棒鋼　2

［参考資料］

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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安全データシート（SDS）：JIS G 3112 鉄筋コンクリート用棒鋼　3

［参考資料］

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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安全データシート（SDS）：ネジグラウト タイプM2　- 1

［参考資料］

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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安全データシート（SDS）：ネジグラウト タイプM2　- 2

［参考資料］

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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安全データシート（SDS）：ネジグラウト タイプM2　- 3

［参考資料］

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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安全データシート（SDS）：ネジグラウト タイプM2　- 4

［参考資料］

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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安全データシート（SDS）：ネジグラウト タイプM3　- 1

［参考資料］

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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安全データシート（SDS）：ネジグラウト タイプM3　- 2

［参考資料］

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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安全データシート（SDS）：ネジグラウト タイプM3　- 3

［参考資料］

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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安全データシート（SDS）：ネジグラウト タイプM3　- 4

［参考資料］

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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安全データシート（SDS）：ネジグラウト タイプY 　A成分　- 1

［参考資料］

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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安全データシート（SDS）：ネジグラウト タイプY 　A成分　- 2

［参考資料］

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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安全データシート（SDS）：ネジグラウト タイプY 　A成分　- 3

［参考資料］

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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安全データシート（SDS）：ネジグラウト タイプY 　A成分　- 4

［参考資料］

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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安全データシート（SDS）：ネジグラウト タイプY 　A成分　- 5

［参考資料］

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手



参考資料 52

安全データシート（SDS）：ネジグラウト タイプY 　B成分　- 1

［参考資料］

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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安全データシート（SDS）：ネジグラウト タイプY 　B成分　- 2

［参考資料］

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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安全データシート（SDS）：ネジグラウト タイプY 　B成分　- 3

［参考資料］

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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安全データシート（SDS）：ネジグラウト タイプY 　B成分　- 4

［参考資料］

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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安全データシート（SDS）：ネジグラウト タイプY 　B成分　- 5

［参考資料］

設計マニュアル：有機・無機グラウト共通
ネジカプラー：機械式継手
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